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②自己点検・評価体制における意見等

学内からの視点

学外からの視点

学修成果
本講義受講者全員に対してLMSなどを用いた授業アンケートを実施しており、アンケート結果をもとに、学生の理解度
を分析し、学修成果の確認を行っている。

自己点検・評価について

自己点検・評価の視点 自己点検・評価体制における意見・結果・改善に向けた取組等

プログラムの履修・修得状況
出欠をLMSで把握、単位取得情報は成績管理システムで担任が把握出来るような仕組みが整っている。LMSの出欠
情報は、毎週全教員にフィードバックされるため、担当科目の履修・修得状況の向上に努めている。

自己点検・評価委員会

学生アンケート等を通じた学生の内容の理解度
授業アンケートの分析結果等により、数理の理解度が高くないことから、教員を増員するなど指導体制の強化を図って
いく。

学生アンケート等を通じた後輩等他の学生への推奨度

本科目は必修科目のため、履修する上での先輩から後輩、他学生への推奨、という場面は特段発生しないが、学内コ
ミュニケーションツールとして整備したSlackによる学年を超えた交流や研究室活動、課外活動など上級生と下級生が
交流する状況において、本教育プログラムで身につけた知識やスキル、数理・データサイエンス・AIなどの話題が学び
の基盤となることを相互に共有し、また刺激しあう状況があると考えられる。

全学的な履修者数、履修率向上に向けた計画の達成・進捗状況
本科目は全学的な卒業必修科目に位置付けられている。卒業までにすべての履修者は本プログラムを修了すること
になる。

内容・水準を維持・向上しつつ、より「分かりやすい」授業とすること

※社会の変化や生成AI等の技術の発展を踏まえて教育内容を継続的に見直すなど、
より教育効果の高まる授業内容・方法とするための取組や仕組みについても該当があ
れば記載

LMSなどを用いた授業アンケートにより、学生の意見を抽出する仕組みがあり、FD活動等を通じてより「分かりやすい」
授業となるよう努めている。

教育プログラム修了者の進路、活躍状況、企業等の評価
令和３年度から始まった講義であり、まだ修了者の進路、活躍状況、企業の評価は調査されていない。今後、卒業生
調査を行うことを予定している。

産業界からの視点を含めた教育プログラム内容・手法等への意見
本学では、産業界からの視点を教育に反映させるため、産業界と「教育課程連携協議会」を運営し、意見をいただいて
いる。また、地域共創デザイン実習や臨地実務実習において、数理・データサイエンス・AIに関する基礎学力の強化を
求める意見や期待が出されている。

数理・データサイエンス・ＡＩを「学ぶ楽しさ」「学ぶことの意義」を理解させ
ること

キャリア教育プログラムの一環として両学科合同による拡大授業に外部講師を招き、講演を行っている。AI・深層学習
に関する最先端・第一線の研究者を招いた講演により、学びの楽しさを感じることができるような機会を与えるよう工夫
している。




